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症例報告 
 

両側子宮動脈塞栓術及び腹式子宮全摘術後の虚血性直腸潰瘍 
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【要旨】 

本症例は子宮動脈塞栓術の標的外塞栓と直腸潰瘍の関連性を病理学的に示した症例である。症例は49歳女

性，症候性の巨大多発子宮筋腫に対して，大量出血予防目的の子宮動脈塞栓術後に腹式単純子宮全摘術を施

行した。術後3日目に粘血便の訴えあり，大腸内視鏡検査で直腸潰瘍を認めた。直腸生検の病理所見では，壊

死部の基部にゼラチンスポンジ由来の線維状の異物と血管構造の破綻を認めた。UAE直後の子宮摘出は，塞

栓物質の移動による他臓器の虚血性合併症のリスクであることが示唆された。今後の予防策として，可能な

限りUAE直後の手術を避けることが必要であると考えられた。 
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【はじめに】 

子宮筋腫は，最も一般的な婦人科の良性腫瘍であ

り，40歳を過ぎた女性の約60％に認められる1)。子

宮筋腫の症状は，不正出血や痛み，圧迫症状，性腺

機能低下などがある。子宮動脈塞栓術（UAE：

Uterine artery embolization）は，子宮筋腫の症状

を軽減するための低侵襲の治療法として確立されて

いる。UAEは粒子状塞栓物質によって両側子宮動脈

を塞栓し，子宮筋腫の虚血性壊死を引き起こすこと

で，子宮筋腫の体積を減らすことが目的である。 

UAEの重度の合併症は子宮内膜炎や子宮壊死が

報告されている2)。また非常に稀ではあるが，標的外

血管の塞栓による直腸虚血3)，膀胱膣瘻4)，膝窩動脈

血栓症5)も報告されている。今回UAE後の有害事象

として塞栓物質の影響で直腸潰瘍が生じた1例を経

験したので報告する。 

 

【症例】 

患者：49歳女性 

主訴：腹部腫瘤感，過多月経 

分娩歴：経妊3回，経産2回，人工流産1回，帝王切開

2回 

既往歴：虫垂炎，片側卵巣摘出術(子宮内膜症) 

家族歴：特記事項なし 

アレルギー：なし 

内服薬：なし 

現病歴及び臨床経過：腹部腫瘤感及び過多月経のた

め当院産婦人科を受診した。受診時のMRI検査で横
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図 1 MRI T2 high 多発性子宮筋腫で横隔膜下まで
腫大した子宮を矢印で示した。 
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隔膜下に達する巨大多発性子宮筋腫を認めた（図1）。

巨大化した多発性子宮筋腫に対する子宮全摘術の手

術侵襲をできるだけ小さくするため，子宮筋腫核出

術を行いながら，子宮全体を縮小化し，下腹部正中

切開によって子宮全摘術が完了できるように手術計

画を立てた。その際出血量が多くなることが予想さ

れたため，標準的な方法として血管内治療の併用を

行うことを検討し，今回は術中の腸骨動脈バルーン

閉塞と術前塞栓の選択肢で術前塞栓を選択した。

UAE終了から子宮全摘術までの時間は約1時間であ

った。エンボスフィア®(300-500μm)とゼラチンスポ

ンジ(セレスキュー®)を用いて両側UAEを施行し，塞

栓後の血管造影で腫瘍濃染の消失を確認した（図2）。

今回の摘出子宮は2550g，術中総出血量は70gであっ

た。病理組織検査結果は多発性子宮筋腫であった。 

術後3日目に粘血便を認めたため，大腸内視鏡検 

 

査を施行した。内視鏡検査では直腸に限局して，不 

整地図状の浅いびらんや潰瘍性病変を認め，縦走や

輪状など多彩な像を示した（図3）。直腸生検の病理

所見では，虚血性腸炎に特徴的な間質出血とびらん

を認めた(図4)。また壊死部の基部にゼラチンスポ

ンジ由来の線維状の異物と血管構造の破綻を認めた

（図5）。抗CMV染色は陰性，真菌，原虫，動脈硬

化，コレステロール塞栓は認めなかった。 

経過観察で術後5日目に血便は軽快，術後10日目

の内視鏡検査で潰瘍部の改善傾向を認めた。その後

症状の再燃は認めなかった。 

 

【考察】 

UAE直後の子宮全摘術に伴う標的外塞栓に関し

て文献的精査を行ったところ，3例のみの報告であ

った。それぞれ合併症として直腸虚血3)，膀胱腟瘻4)，

膝窩動脈血栓症5)の発症が報告されていた。これら3

例の報告においては子宮動脈からのゼラチンスポン

ジ粒子の移動が合併症の原因と考察されていたが，

病理学的考察が不明で，ゼラチンスポンジ粒子と標

的外臓器の虚血の関連性がどのように証明されたの

か明らかではなかった。特に直腸は豊富な血液供給

（上，中，下直腸動脈）および側副血行路によって

栄養されている虚血になりにくい臓器であることか

ら，塞栓物質の影響で直腸潰瘍を生じたことに疑問

が残るところである。 

図 2 UAE 施行前後の子宮動脈血管造影 塞栓前の子宮動脈を白矢印, 塞栓後の子宮動脈を黒矢印で示した。
A:左子宮動脈 UAE 施行前 B:左子宮動脈 UAE 施行後 
C:右子宮動脈 UAE 施行前 D:右子宮動脈 UAE 施行後 

 

図 3 内視鏡所見 UAE 施行後３日目 
直腸に限局して不整地図状の浅いびらんや潰瘍
性病変が多発。縦走(△)や輪状(▲)など多彩な像
を認めた。 
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しかし本症例では，内視鏡所見で縦走や輪状など

多彩な潰瘍病巣が認められ，通常の虚血性大腸炎と

は異なるマクロ像を示していたこと，そして病理所

見で直腸壊死部の基部にゼラチンスポンジ由来の線

維状の異物と血管構造の破綻を認めたことから，虚

血の原因として塞栓物質の関与がほぼ間違いなく証

明された。 

UAE直後の子宮全摘術によって子宮動脈から押

し出された塞栓物質の移動経路としては，以下の経

路が可能性として考えられた。子宮動脈→内腸骨動

脈前枝→中直腸動脈又は下直腸動脈→直腸末梢。解

剖学的な視点からもUAE直後の子宮摘出は，塞栓物

質の移動による他臓器の虚血性合併症のリスクであ

ると考えられた。今後の予防策として，可能な限り

UAE直後の手術を避けることが必要である。 

しかし産科危機的出血など緊急性の高い場合には，

救命のためにやむを得ずUAE直後の子宮全摘術を

選択せざるを得ない。その場合標的外臓器の虚血を

予防するために塞栓物質の使用法や大きさという観

点についても検討が必要である。今回見つかった塞

栓物質の長径は約50μmであった（図5）。塞栓物質

のサイズが500μm以下の場合, 臓器壊死が生じやす

いと報告されている6)。ブタの実験ではポンピング

法で作成したゼラチンスポンジで100μm以下の細

動脈の塞栓が確認された7)。本症例のUAEでは, 塞

栓物質としてエンボスフィア®(300-500μm)及びゼ

ラチンスポンジ(セレスキュー®)細片が使用された。 

 

塞栓の際にエンボスフィア®(300-500μm)を最初に 

用い，その後にゼラチンスポンジ細片を追加する形

での塞栓を行った。ゼラチンスポンジでの塞栓を追

加することで，子宮への塞栓効果は十分に得られた

が，ゼラチンスポンジ細片がより移動しやすい近位

側に充填されたことが移動による合併症の一因とな

ったと考えられた。この観点から塞栓直後の外科的

手技が予想される場合にはゼラチンスポンジ細片を

先に充填し，近位側をエンボスフィア®(300-500μm)

で塞栓する，もしくは移動防止のため，塞栓後に近

位端に金属コイルを留置するなど，塞栓方法の工夫

が必要であると考えられた。あるいは，UAEにおけ

るより安全な塞栓物質の大きさとして，今回用いた

ものよりサイズの大きなエンボスフィア®（500-

700μm）のみを用いることによって，対象臓器への

塞栓効果を保ちながら，標的外臓器の虚血という合

併症を今後予防できないか検討の余地があるものと

考えられた。 

 

【結語】 

UAE治療においては，塞栓物質による標的外の臓

器障害合併症について十分に留意した治療計画及び

術中評価と術後管理が必要である。 
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図 5 壊死部強拡大
線維状異物(▲)と血管構造の破綻を認めた。 
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